
神奈川県三浦市を拠点に、アウトドア関連事業を手掛けているイナウトドア（同）。同社の
森代表はアウトドアをこよなく愛し、自らが「こんなものが欲しい」と思う商品の開発に
注力する。多角的な展開を見据える代表の経営ビジョンに、俳優の名高達男さんが迫った。

好きなことを第二の人生に

名高　森代表は、もともと大手の石油会

社に長年お勤めだったそうですね。まず

は、アウトドア業界で起業されるまでの

経緯からお聞かせ頂けますか？

森　私は学業を終えて石油関連事業を手

掛ける会社に就職し、それから 55 歳ま

で一筋に勤務を続けてきました。その間、

特別に強い独立心を持つことはなかった

のですが ･･･ シングルファーザーとして

仕事と子育てを両立する中で、ずっと母

に手伝ってもらって苦労をかけていたの

で、「そろそろ楽をさせてあげよう」と

思い、退職することにしたんです。

名高　なるほど。ご家族のことを考えて

新しい道を模索されたのですね。

森　ただ、まだまだ自分自身は仕事をし

て世の中に貢献したいという思いもあっ

たため、家族を支えながらできることは

ないか考えてみました。そこで思い浮か

んだのが、アウトドア分野での起業だっ

たんです。

名高　以前からアウトドアは趣味でい

らっしゃったのですか？

森　そうですね。子どもたちを連れて昔

からアウトドアを楽しんでいました。そ

れに、「自然に携わる仕事がしたい」と

いう思いも強く、在職中から、三浦海岸

のゴミ拾いなど自然保護につながるボラ

ンティアには積極的に参加していたんで

す。そこで、そういった活動も続けつつ、

アウトドアの魅力を伝える事業を手掛け

ようと、当社の立ち上げに至りました。

名高　好きなことで起業されるというの

は素晴らしいと思います。スタートされ

てみて、手応えのほどはいかがですか？

森　やはり生き生きと活動できていると

いう実感はありますね。日中は母の手伝

いもできていますし、思い描いていた通

りの生活になっています。事業に関して

も、まだ始めたばかりではありますが、

周囲の方からさまざまな要望や意見を頂

けていて、ニーズがあることは分かった

ので、これからが楽しみですね。

「市場にないもの」をつくる

名高　改めて、現在はどのような事業を

手掛けていらっしゃるのでしょう。

森　主事業として力を入れているのは、

オリジナルアウトドアグッズの開発で

す。その傍らで、再生可能エネルギー事

業として太陽光発電の売電にも乗り出し

ています。

　アウトドアグッズに関しては、すでに

Tシャツなどを販売しており、「市場に

ないものをつくっていく」というコンセ

プトで、多くのアイデアを温めています。

例えば、アウトドアでは必ずと言って良

いほど重宝されるのが「焚き火台」です

が、ほとんどの既製品はしばらく燃やし

ているうちに灰が溜まって、空気の通り

道がなくなり燃えにくくなってしまうん

です。それを構造的に解消する新たな製

品なども、当社で開発できればと思って

います。その他にも、皆さんが既製品を

使用される中で、「ここがもう少しこう

だったらいいのに ･･･」と思われる部分

を解消できるような製品をご提案してい

きたいですね。

名高　代表ご自身が長年アウトドアを実

践してこられたからこそ、そうした既製

品の問題点や、解決のためのアイデアを

思い付くことができるのだと思います。

森　経験も趣味レベルではなかなか厳し

いというのが現実ですので、アウトドア

仲間からの知識やアドバイスを受けなが

ら、より良い製品づくりをできればと

思っています。また、「イナウトドア」

という社名は「イン・アウトドア」から

取っていまして、私が一時期、アウトド

ア用品を家具として使って生活していた

ことに由来しています。最近では、そう

した暮らしが「室内アウトドア」として

流行してきている流れがあるそうなの

で、当社としても、屋内・屋外兼用のグッ

ズ開発に力を入れたいですね。そうして、

さまざまな角度からアウトドアの魅力を

広めていきたいと思っています。

多角経営でさらに成長を

名高　お話を伺っていると、代表が本当

に楽しそうにお仕事をしていらっしゃる

様子が伝わってきます。体もまだまだ動

く 50 代のうちに独立されたということ

が大きかったのではないですか？

森　そうかもしれませんね。新しいこと

に挑戦する日々で、私自身も、今は前向

きなエネルギーに溢れていると感じま

す。当面は、太陽光発電の事業で基盤を

築きながら、アウトドア事業でさまざま

なチャレンジをしていきたいですね。そ

れと併せてボランティア活動も行い、自

然や地球環境を考え続ける会社でありた

いと思っています。

名高　堅実な活動を続けていかれるので

すね。では、今後の目標としてはいかが

でしょうか。

森　当社の活動を通じて、1人でも多く

の方にアウトドアを嗜んでもらいたいで

すね。特に若い世代の方にお話を伺うと、

「アウトドアに興味はあっても、企画や

準備は大変」とおっしゃる方も多いんで

す。そこで、そうした手間を省ける代行

サービスの立ち上げなども検討できたら

と考えています。他にもいろいろとアイ

デアはありますし、それを、この三浦か

ら発信していくことで、観光地という側

面に加え、「手軽にアウトドアを楽しめ

る」という新たな要素も含めて PRにつ

なげられたら嬉しいです。そうして、こ

れからも一歩一歩会社を成長させてまい

ります。

イナウトドア 合同会社
〒 238-0114　
神奈川県三浦市初声町和田 3079-3
URL https://www.inoutdoor.work/
Twitter ＠moritoyo1

オリジナルグッズ開発を軸に成長し続ける
自然の魅力を伝えるアウトドア専門会社

イナウトドア 合同会社
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森 豊雪
学業修了後は大手石油会社に入社し、30 年以上
にわたって勤務する。55 歳を迎えて新しい道を
模索し始め、もともと趣味で活動していたアウ
トドア分野で起業することを決意。イナウトド
ア（同）を立ち上げた現在は、オリジナルアウ
トドアグッズの開発や、自然保護のボランティ
ア活動に加え、太陽光発電による売電事業も手
掛けている。
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対談中、目を輝かせながら事業について語って

くださった森代表。第二の人生としてこれほ

どやりがいを持てることに取り組んでいらっ

しゃるというのは、夢があって素晴らしいで

すし、何だか羨ましく思えました。三浦市は

個人的にも大好きな街なので、ぜひアウトド

アの分野からも地域を活性化していかれるこ

とを、私も陰ながら応援しています。

名高 達男（俳優）
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